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参加者と接していると、彼らが教育活動に対して真摯に向き
合い、様々なことを考え、悩み、自分自身を向上させようとし
ていることがよくわかります。教員になる前やなりたての時期
に、このような経験ができるのは本当に幸せですね。さあ、あ
なたも大学教員への扉を開いてみませんか。

私はプログラムを受講して問題解決の糸口が見つかりまし
た。学内業務に携わる中で疑問や納得のいかないことが多々
ありますが、様々な内容のセミナーに参加することでこれらの
問題が整理され、次に何を学ぶべきか、自分の強みは何なの
か、多くの気付きがありました。これが指針になり、大学教育
について自分なりのイメージが持てるようになりました。

本プログラムでは、複数の教員から様々なコメントやアドバ
イスがもらえます。異なる専門分野の参加者やOBとの交流
もきっといい刺激になるでしょう。大学教員を目指す人、教
員になったばかりの人に、意欲と自信を持たせてくれるプロ
グラムです。

教員になったら急に先生と呼ばれ、教育に携わる。学生は研
究室で育つと教わった研究室を飛び出し、教壇に立つ。新
任当初に抱いたそんな不安を解消する、私にとって救いとな
るプログラムでした。大学教員のあり方を教育の立場から学
び、プログラムを通じた教育観の形成と異分野交流を通じて
出会えた仲間達は私の財産となりました。
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大学のこれからを担うフロントランナーに
大学教員としてキャリアアップするために何か準備はしていますか? 現代の大学教員には研
究力はもちろん、教育や大学運営に関する素養も求められています。
新任教員プログラム（NFP）で大学教員に必要な知識、スキルを身につけ、キャリアアップにつ
なげましょう。

●  プログラムは約9ヶ月（月1

回＋α程度のイベント）です。
●  インプットだけでなくアウ
トプット（シラバスの作成、
模擬授業等）の機会を提供
します。

●  プログラムを修了すると
東北大学高度教養教育・
学生支援機構から修了証
が授与されます。

大学教員の雇用状況に関する調査─
学術研究懇談会（RU11）の大学群に
おける教員の任期と雇用財源について
（2015）より作成

「大学等におけるフルタイム換算データ
に関する調査報告書（2014）」より作成

●  若手教員の多くは任期
付。次のポストを見据え、
今から戦略的に行動しま
しょう。

●  約20万人の大学教員の勤
務先は、私立が約半数、国
立が3分の1、残りが公立・
短大・高専。多様な大学を
視野に入れましょう。

●  大学教員の仕事は研究だ
けではありません。

●  教育・大学運営等、様々な
役割が求められています。

●  研究力：
  必須となります。ただし大
学によってウェイトは異な
ります。

●  教育力：
  採用時に教育力を重視す
る大学が増えつつあります。
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リフレクション（自己省察）の実践

●  大学教員に必要な知識、
教育スキルについて実践
的に身につけます。

●  様々な分野の仲間ととも
に学び、大学教育に対す
る視野を広げます。

●  大学教育観の構築。プロ
グラムを通じて大学教育
に対して自分がどう関わる
かを省察します。

大学教員としてサバイブするためには
備えが必要

大学教員の仕事内容

プログラムの流れ

新任教員プログラム（NFP）のコンセプト
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NFPにおける学び

研究大学における年齢別任期有・無教員の割合

大学教員の年間活動時間
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採用時に求められるもの

研究力
以外の力も
重視されている!

採用時には
● 模擬授業
● シラバスの作成
● 教育の抱負の提出
が求められることも

大学教員の
仕事内容の
半分以上が
研究以外です

教育力

研究力

自己省察力を
養う

先達から
学ぶ

同僚と
つながる

比較の目を
育てる

実践力を
磨く

仕事を
理解する
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